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《2010年度第 2回例会（総 49回）報告：2010年 12月 4日（土） 於：東京大学》

（Ⅰ）楚文化地域における楽器の形状変化と詩
平辣 隆郎（東京大学東洋文化研究所教授）

本発表は、すでに公表したことのある楽器に関する研究をもとに、楚地における詩のあり方を

述べ、漢字圏の拡大がどのようなものだったか、その一端に触れることにしたい。

楽器の変容を述べる場合、注目できるのは編鐘である。この楽器は、鐘を複数ならべメロディ

ーを奏でるところに特徴がある。１個の鐘ごとに短三度もしくは長三度の開きがある二つの音を

出す。複数ならべて多くの音を出すことができる。殷代の編鐃も形状が似ていて同列に論じるこ

とができる。殷代の編鐃や西周時代の編鐘は、大小の鐃・鐘を配列した場合の大小の変化が、大

なるものから急に小なるものにかわるなどの特徴があり、メロディーに対する注意がいきとどい

ていない。ところが春秋中後期になると、寸きざみで大小を変化させるようになり、音の配列に

注意がいきとどいた様がよみとれる。戦国前期になると、さらに変化のさせ方が三分損益を意識

したものになるなど、注意がより繊細になっている。こうしたメロディーに対する注意の向け方

の変化は、メロディーの複雑化にかかわるらしい。また、その複雑化が想定できるころ、『左伝』

などの説話において、盛んに詩を賦すことの記録が現れる。古い文体の部分にもそれは見えてい

る。

編鐘の鐘は、戦国中期以後急速に小型化する。これは、郡県制の進展と、楽器を奏でる場の変

化に関わる。鉄器が普及する中での変化でもある。前漢武帝ごろを境に、編鐘は衰える。この戦

国中期以後の編鐘は、個々の鐘の形状が胴太になっているという特徴がある。この形状を作るに

は、鋳造方法が失蝋法にかわる必要がある。飾りの細緻化とひきかえに、省力化が顕著となった。

このころになお生き残っていた古来の詩を賦す場は、編鐘の消滅後、個々人が楽器を奏でる場で

継承される。詩はそうした場だけでなく、楽器を離れた場においても継承され、詩を賦すことが

楽器と不可分の関係にあった時代は終焉をむかえる。

こうした楽器と詩の関係は、『左伝』などを通して、『詩経』の発生展開の問題として議論でき

るが、上記において注目した楽器である編鐘は、楚地においてとくに流行したことが知られてい

る。だから、当然上記の想定は、『楚辞』についてもなされなければならない。

宮・商・角・徴・羽などの階名と、黄鐘以下の十二律つまり音名は、成り立ちが異なっている。

諸文献を精査し考古遺物と対照させると、西周の階名（殷の伝統を引き継いだかもしれない）は、

音の名であり音名との対比の関係もないものであった。これが中原などの諸侯に伝わり、都市国

家ごとに名称と音との関係が変化した。春秋以後漢字圏が拡大される過程で、それは起こった。

戦国時代になると、新石器時代以来の文化地域ごとに領域国家が成長し、都市国家ごとの違いが

統合された。その統合の過程で、十二律などの音名ができた。楚における十二律名称は、自然の

趨勢として統合されできあがったものではない。統合の際に意図的に独自の名称が作り出された。

楚地における独自性の発露は、こうした点に求められる。他の研究を参照しても、楚地の漢字音
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は中原とほとんど差異がない。意図的に漢字名称を作り出すなどの操作によって、楚地の独自性

が作り出されている点を、見逃してはならない。春秋時期にみられた都市国家ごとの差異の出現

とは、別に論じる必要がある。

（Ⅱ）論楚辭産生的楚歴史文化因素
徐 志嘯（復旦大学中文系教授）

楚辞之所以会在战国时代产生，除了以屈原和宋玉为代表的诗人本身的主观条件外，很大程度
上与楚国楚地的历史和文化因素密切相关，正是这些因素导致楚辞在其内涵和艺术特征上表现出了
鲜明的特色标记。

从楚国的历史因素看，关键取决于屈原时代之前的两个历史阶段--“荆蛮”时期和“楚霸”时
期：前者表明楚人系长期生活在南方的落后民族，受北方歧视、欺凌，发展迟缓，且原始远古文化
传统保留较多，这相当程度上决定了楚辞特征形成的可能性，也客观上促成了楚民族的发愤自强；
后者基本从楚成王开始，到楚怀王前期为止，在这个历史阶段，楚逐步进入了强盛时期，其中尤其
庄王时期，楚势趋向鼎盛，“赫赫楚国，而君临之，抚征南海，训及诸夏”，乃至庄王敢于“问鼎”
中原，表明楚完全已成天下一霸，正由于楚的这个历史前提条件，以及楚国历代曾有的贤明君主，
才会促使屈原萌生希图由楚一统天下的美政理想，并将希望寄托在君主身上，以致挥笔写下包括《离
骚》在内的一系列诗歌作品，使作品染上了浓烈的爱楚感情色彩，寄托了深挚的楚民族自强意识，
抒发了试图由楚一统天下的美政理想，使楚辞真正成为了具有独特楚地楚民族风格特色的杰出诗篇。

楚地优越的山川地理环境和丰富的楚文化资源，为楚辞姓“楚”抹上了浓厚的地域和民族色彩，
其中楚地的丰饶物产、精美工艺品及文化典籍，尤其浓郁的巫风习俗，相当程度上构成了楚辞的文
化内涵，同时铸成了楚辞的鲜明民族和地域特色，而楚人早期由天文历象知识积累形成的宇宙意识，
则客观上为楚辞作品中的丰富浪漫想象提供了不可或缺的先决条件。

今日我们认识屈原时代之前的楚历史和文化因素，对于深入了解楚辞的产生，进而深刻理解、

准确诠释楚辞本身，有着不可忽视的重要意义。

（Ⅲ）關於楚辭中之楚語研究問題
湯 漳平（漳州師範学院中文系教授）

宋人黄伯思以“书楚语、作楚声、纪楚地、名楚物”四者为“楚辞”之重要特征。其中有关楚
声、楚地、楚物的研究代不乏人，惟楚语研究最为薄弱。笔者于 20 世纪末承担中国国家社会科学
基金“九五”重点课题《楚辞学文库》中有关“楚语”的研究部分，汇总并综合了二千年来中国学
者在这一领域的研究成果，将东汉王逸在《楚辞章句》指出的 21 条“楚语”扩展至 217 条。其收
录来源为王逸《楚辞章句》于“注”中明确指为“楚语”者，许慎《说文解字》中指为“楚语”且
见于今本《楚辞》者，扬雄《方言》指为“楚语”且见于今本《楚辞》者，洪兴祖《楚辞补注》中
指为“楚语”者，李翘《屈宋方言考》、朱季海《楚辞解故》、姜书阁《屈赋楚辞义疏》、刘永济《屈
赋释词》、姜亮夫《楚辞通故》及其他论著中考为“楚语”且论述有据者。

目前，这 217条词条应可视为迄今为止有关楚语研究的集大成，虽则其中少数词条是否属楚语，
仍尚需进一步论证，但总体上讲已代表了迄今为止楚语研究所取得的主要成就了。
楚辞中之楚语研究之所以能够取得这些成绩，应与一代代中国楚辞学者辛勤耕耘分不开，这其中也

包括了这些学者本人的一些特殊的条件。本文对在楚辞中作出重要贡献的王逸、洪兴祖、李翘、姜

书阁、朱季海、姜亮夫等人的楚语研究方法分别进行剖析，以加深对这一研究领域的认识，并对下
一步研究领域的开拓提出自己的看法，以就教于日本关心楚辞研究的学者们。

（Ⅳ）出土簡帛對楚辭文獻破解
黄 靈庚（浙江師範大学人文学院教授）

運用出土簡帛文獻、出土文物，研究、破解傳世《楚辭》作品。具體内容分爲七個專題：一、
出土簡帛文字資料，均爲當時楚人日用文字，甚有助於《楚辭》文字的訂正與詞義的訓讀，如《九

章・抽思》“望北山而流涕兮”之“北山”，據楚簡“北”、“丘”二字互訛，則校正爲“丘山”。《悲
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回風》“居戚戚而不可解”之“居”，據楚簡“居”、“処”互用不别，則校正作“処戚戚”，処，懮

也。《九歌・大司命》“踰空桑兮從女”之“踰”，據楚簡通例，當釋爲“降下”之義。二、出土簡
帛文獻内容對於考證《楚辭・九章》作品的真僞以及疏理、考辨《九歌》源流提供全新證據。如據

楚簡正面歌頌伍子胥材料及郭店簡《六德》“爲父絕君，不爲君絕父”等論斷，説明屈子《涉江》、

《惜往日》、《悲回風》等歌頌伍子胥完全合理，《涉江》等三篇涉及伍子胥作品皆爲屈子之作，不
可輕易否定。又據上帛簡《容成氏》記述夏桀“述（遂）逃，迲（去）之蒼梧之埜（野）”，爲夏后

氏《九歌》流傳於沅湘民間、揭示《九歌》源流提供全新證據。三、出土簡帛文獻及出土實物對於
釋解《楚辭》文化詞語提供可靠依據。如《離騷》靈氛占用二“曰”以及所用占具等問題，皆用可

以類比、參照的文獻依據。四、出土簡帛文獻爲考證楚族先世、構建楚王世繋、楚國歷史以及釋解

《離騷》“帝高陽之苗裔”、“昔三后之純粹兮”之“三后”等提供新的材料。五、出土簡帛文獻、
出土文物、帛畫等爲破解《楚辭》難題，如《離騷》三次死亡飛升真實意義、楚人“高丘”之地望

以及《九歌》十一篇次序排列等提供新的佐證。六、出土文物，如六朝時期的王逸書簽，對於考證
《楚辭章句》形成提供極有價值的證據。七、應用出土文獻的原則與方法：取材謹慎與實證方法。

【中国出土資料学会と科研「中原楚文化」プロジェクト 特別連繋シンポジウム報告】
大野 圭介(科研プロジェクト代表 富山大学人文学部准教授)

中国出土資料学会平成２２年度第２回例会と科研「中原楚文化プロジェクト」の特別連携シン

ポジウムが平成２２年１２月４日（土）午後１時より東京大学法文２号館１番大教室にて全４２

余名の参加者を得て開催された。冒頭出土資料学会会長大西克也氏が挨拶し、続いて大野が「中

原楚文化プロジェクト」を代表し挨拶した。「中原楚文化プロジェクト」は主に４０代の中堅研

究者から成る代表者・分担者４名と中国側の研究協力者３名を中心とした科研プロジェクト「中

国古代戦国期における楚文化の学際的研究（基盤研究Ｂ）」の略称であり、平成２１年度から４

年間の予定で文献研究、出土資料研究及び語学的研究・民俗学的研究・計量分析等の新手法によ

る研究を融合し、楚文化研究、とりわけ中原文化との関係を探る研究に新たな地平を開くことを

目指すものである。２年目に当たる本年度には中国の研究協力者３名を日本に招聘して学術交流

を行う計画であり、本シンポジウムもその一環として中国出土資料学会例会に協力する形で実現

したものである。

挨拶後まず平勢隆郎・東京大学東洋文化研究所教授が「楚文化地域における楽器の形状変化と

詩」という題でパワーポイントによる映像を交えながら講演した。その内容は次の通り。周代か

ら作られ始めた「鐘」は、音の高さが固定されているから絶対音高の基準となる楽器である。と

ころが西周から各国に伝播した鐘の音名そのものや、どの音名がどの音の高さを表すかについて

は各国で大きな違いがある。春秋後期に大国による小国の兼併が進むと、各国ごとに異なる音名

を解消するために、階名の体系化が進み、１２音音階による緻密な体系が生まれた。戦国中期に

なると、そうした国々の祭祀も官僚の支配下に統制されるようになり、中央で整理された音の体

系に統一された。そうした中でも湖北省随県曾侯乙墓の編鐘には様々な国の音名が示されており、

体系化が進む中でも各国の独立度の高さがうかがわれるものである。

続いて徐志嘯・復旦大学教授が「論楚辞産生的楚歴史文化因素」と題して次の内容の講演を行

った。『楚辞』が戦国時代に生まれた理由を考えるには、屈原や宋玉その人について以外に楚地

の歴史・文化的要因をも考慮しなければならない。楚地は「荊蛮」と呼ばれて北方から軽視され

ていた時期が長く、文化の発展も緩やかであったことが『楚辞』の作風形成に影響しており、荘

王の頃から鼎を問うほどに勢力を伸ばすようになってから、「離騒」のような愛国意識・民族意

識あふれる作品が生まれるようになった。また楚地は豊かな自然環境があり、巫風が盛んなこと

に加え、天文知識が積み重なったことも『楚辞』の浪漫主義に影響している。

次に湯漳平・漳州師範学院教授が、「関于楚辞中之楚語研究問題」と題して次の内容の講演を

行った。『楚辞』を特色づけるものの一つに「楚語」があるが、その研究はまだ十分には進んで

いない。王逸は既に『楚辞章句』で二十一条の「楚語」を指摘しており、現代の諸研究で二百十

七条まで見出されているが、それらの中には「楚語」とはいえないものも混じっている。たとえ
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ば北方から楚地に移ってきた人々が話していた中原の言語が、楚語の影響を受けて変化した「楚

方言」というべきものもある。今後の「楚語」研究の方向として、出土文物における「楚語」研

究は、なお多くの可能性を秘めており、日本の出土資料研究者からも大きな成果が上がることで

あろう。

最後に黄霊庚・浙江師範大学教授が「出土簡帛対楚辞文献破解」と題し次の内容の講演を行っ

た。出土文献を『楚辞』と照らし合わせることにより、『楚辞』の文字の誤りを正し、正確な解

釈を行うことができる。さらには郭店楚簡「六徳」に「為父絶君」という議論があることから、

楚国においては反逆者であるはずの伍子胥を屈原が「九章」諸篇で称えているのも無理なことで

はなく、これらが偽作であるとの根拠にはならない。また「九歌」が沅湘の民間に伝わっていた

ことも「容成氏」からうかがえ、「離騒」で霊雰が用いた占具も出土文献に根拠を求めることが

できる。このように出土文献を応用して『楚辞』を解釈することは、極めて実証的な方法といえ

る。

全講演が終わった後、発表者と通訳全員が壇上に並び質問を受け付ける形で議論が行われた。

参加者から盛んに質問が呈され通訳の的確な助力によって活発な質疑応答となった。今回研究の

方向や方法論を異にする発表者と参加者が一堂に会したことにより、それぞれが自らの関心に応

じて考えを深め新たな啓発を受ける良い機会になったことであろう。議論たけなわであったが午

後５時半に司会者石川三佐男氏の閉会挨拶と音楽・文化・楚語・小学の多面視点から楚文化を考

える好機となったことに対する謝辞があり、締めとなった。

最後に、この得難い会の場を提供し運営に努力して下さった中国出土資料学会の関係各位に心

より御礼を申し上げる。

（附記）『閩台文化交流』（漳州師範学院編・季刊）２０１０・４に夏濤の筆名による「中国屈原

学会副会長湯漳平教授等赴日進行文化学術交流」と題する報告文が掲載され（155 頁）、同誌裏
表紙（見返し紙）には「中国屈原学会学者応邀赴日学術交流剪影」と題する中国学者三氏の日本

滞在中のスナップ写真が五点掲載されている。

《特別寄稿》
（Ⅰ）シンポジウム紹介「科研講演会」

名和 敏光(山梨県立大学国際関係学部准教授)

2010 年 12 月 18 日、科研「新出土資料を通してみた古代東アジア世界の諸相－漢字文化圏の
中の地域性－」による講演会が行われました。

復旦大学出土文獻與古文字研究中心から劉釗教授と施謝捷教授をお招きし、劉釗教授「出土文

獻與兵術數」施謝捷教授「秦封泥整理漫議」と題してご講演頂きました。（通訳：廣瀬薫雄氏、

司会：池澤優・名和敏光）

当日は、20名の参加者があり、質疑応答を含め、活発な議論がなされました。

（Ⅱ）シンポジウム紹介「東アジア出土資料に關する今日的課題」

小寺 敦（東京大学東洋文化研究所）

2011 年 1 月 22 日（土）10:30 ～ 17:00、東京大学東洋文化研究所第一会議室にて、科学研究費
補助金（基盤研究（Ｂ））「新出土資料を通してみた古代東アジア世界の諸相－漢字文化圏の中の

地域性－」（代表：谷中信一）主催によるシンポジウムが開催された。筆者自身がこの科研プロ

ジェクトのメンバーであるため、感想の類は書かずに、事実を報告するにとどめておくこととし

たい。本シンポジウムは大きく第Ⅰ部（午前）と第Ⅱ部（午後）に分かれる。報告者・題目とコ

メンテーターは次の通りである。
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第Ⅰ部「新發見の樂浪漢簡」

報告：尹龍九（仁川都市開発公社）「新たに發見された樂浪漢簡―平壤貞柏洞 364 號墳の出土
資料を中心に―」

コメンテーター：金慶浩（成均館大）

第Ⅱ部「考古編年と思想編年の相克」

報告：張昌平（武漢大学歴史学院）「戰國晩期楚墓的斷代與郭店 M1楚墓的年代研究」
李承律（プラトンアカデミー）「出土資料の思想編年をめぐる諸問題―上博楚簡『凡物

流形』を中心にして―」

コメンテーター：丹羽崇史（奈良文化財研究所）

総合司会：谷中信一（日本女子大学）

午前の部は、1990 年に発見されたと伝えられる、北朝鮮出土と覚しき竹簡に関する報告であ
る。午後の部は、郭店楚墓の年代をどこに置くかという問題を中心に、考古学者と思想史学者が

それぞれの編年観・年代観について討論を行った。

参加者は、報告者・コメンテーター・科研メンバーを含めて３０名以上だった。出席者の多く

が質疑応答・討議に参加した。

午前の部については、楽浪漢簡の現状に関する質問などが行われた。そのうち『論語』につい

ては、本学会発行の『中国出土資料研究』14 に、李成市氏と尹氏・金氏とによる詳しい報告文
（橋本繁氏訳）が掲載されているので、そちらを参照されたい。

午後の部については、次のような見解が示された。①考古学と、歴史学・思想史による時代の

切れ目には違いがある。②戦国時代の楚地域には、絶対年代（暦年代）を示す資料がわずかしか

ない。③考古編年の中、相対年代・理科学年代は、幅をもたせて考えねばならない。④考古編年

上、白起抜郢では切れない。⑤それでも郭店楚墓を戦国後期に置くことには、考古編年上、明ら

かに無理がある。⑥郭店楚墓の年代を白起抜郢前とする根拠は、考古学ではなく、歴史学的な理

由（例えば、白起抜郢前後では上流階級の墓葬に大きな差異が出るはず）による。

《新刊紹介》
（Ⅰ）郭靜云『親仁与天命－従《緇衣》看先秦儒学転化成「経」』

（萬巻楼図書、台北、2010年 5月、355頁、540元）
著者の郭靜云氏は国立中正大学歴史系・広州中山大学歴史系博士生導師である。本書は所謂「経

書」が成立するまでの過程を探るという目的意識のもと、その歴史的変遷を晒す貴重な資料とし

て「緇衣」を取り上げる。すなわち、上博楚簡ならびに郭店楚簡「緇衣」を子細に分析し、「経

書」と化した『礼記』緇衣篇との間に存在する編次配列や字句などの差異を検討することで、そ

の思想内容や主題の変化について論じるものである。各種「緇衣」の異同に着眼した研究は近年

数多く発表されているが、本書はそれらの中でも大部の部類に入ろう。それでも本書が取り扱っ

ているのは、著者が独自の考えに基づいて楚簡本全二三章を「内篇」「外篇」「雑篇」に三分した

うち、最も重要と位置づける「内篇」を中心とする第一章から第一三章までに限定されている。

今後の議論の継続を期待したい。

（Ⅱ）宮宅潔『中国古代刑制史の研究』

（京都大学学術出版会、2011年 1月、411頁、7000円）
著者の宮宅潔氏は京都大学人文科学研究所准教授である。本書は睡虎地秦簡・張家山漢簡をは

じめとする出土文献と典籍など各種法制史料に関する論考の集成であり、著者はこれらの諸論考

を通じ、戦国秦漢期の刑罰制度の詳細を復原し、かつその変遷を跡づけてゆこうとするものであ

る。このうち秦漢労役刑制度の構造と変遷について論じた第三章が、著者によって本書の核をな

す論考と位置づけられ、その前提をなす論考および派生する論考として、腐刑と戍辺刑、恩赦、

司空、劾といった刑罰とそれに関連する諸制度、さらには漢初の二十等爵制に関する検討が前後



- 6 -

の章に配置されている。近年は戦国秦漢期出土法制史料の急増に伴い、その研究レベルも進展の

一途をたどっており、その流れに棹さす重厚な専著がここにまた一つ刊行されたことを重視した

い。

（Ⅲ）柿沼陽平『中国古代貨幣経済史研究』

（汲古書院、2011年 1月、504頁、13000円）
著者の柿沼陽平氏は日本学術振興会特別研究員ＰＤである。本書は中国古代における「経済的

流通手段としての貨幣」の展開過程とその社会的影響を歴史学的に検討することが目的とされる。

時代的には殷代から漢代までが網羅的に取り扱われ、従って俎上に上げられる対象も殷周期の宝

貝に始まり、「賣」「買」という文字の登場時期、戦国秦漢期の銭・布帛・黄金の流通状況や相互

関係性、半両銭の国家管理、貨幣の盗鋳など多岐にわたり、最終第八章では塩鉄政策や均輸平準

といった前漢期の経済政策の検討を通じて専制支配の確立を議論するに及ぶ。筆者は本書終章で

後漢期以降の貨幣経済の展開にも言及しているほか、三国期・晋代の経済に関する考察にも既に

別稿にて着手しており、今後のさらなる論考の拡充が期待される。

（執筆：高津 純也）

《学会彙報》
○例会委員会より

2010 年度第 2 回例会（総 49 回）が、2010 年 12 月 4 日（土）東京大学を会場に開催された。

○広報委員会より

本会のホームページ（http://www.shutsudo.jp/）は、グーグル等の検索エンジンから「中国出土
資料学会」で検索してもすぐに見つかります。

○情報委員会より

HP 上に出土資料リンク集を設けます。会員各位のサイト及び研究に役立つサイトをご紹介く
ださい。

送り先：松村一徳（matsumur@seal-road.com）

本学会ホームページの移行について

中国出土資料学会独自のＨＰ(http://www.shutsudo.jp/)が 9月 30日立ち上がりました。以前のア
ドレスにアクセスされても新ＨＰに自動転送(1 年間の予定)されますが、新ＨＰアドレスの登録
をお願いいたします。

○ＨＰ委員会より

中国出土資料学会専用ドメイン

http://www.shutsudo.jp/ 取得に伴い、
①事務局用メールアドレスが変更になります。

office@shutsudo.jp
②会員を対象にご希望のメールアドレスを発行します。

メールアドレス発行ご希望の方は、

*****@shutsudo.jp となりますので、
*****部分を第２希望までご準備のうえ、
web@shutsudo.jpまでご連絡ください。

○会報編集委員会より

年１回発行の雑誌『中国出土資料研究』が学問的成果を会員諸氏にとどまらず広く内外の研究

者に提供することを目的としているのに対し、年３回、例会・大会開催時に合わせて発行される

http://www.shutsudo.jp/
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会報は新しい学術情報をできるだけ早く会員諸氏に提供することを目的として編集されていま

す。しかし編集委員会単独ではなかなか十分な最新情報を入手することが容易ではありません。

どうか会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報編集委員会に原稿の

提供をお願い致します。原稿は、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお送りください。

また、会報バックナンバーを近々 HP 上に公開することを検討しておりますので、それを希望
しない著作権者はご連絡下さい。

今後一層会報の内容を充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿をお待ちしております。

○機関誌委員会より

『中国出土資料研究』投稿要領改訂について

発行以来、投稿要領は、毎号、次年度発行予定にあわせ、字句の改定を行ってきましたが、こ

れはあまり効率的でなく、また、現実の編集作業からも乖離している部分が目立つようになって

きました。

より多くの会員の皆様に御投稿戴けるよう、2010 年 12 月 4 日開催の理事会におきまして、別
記のような改定案が提案されました。

2011年 3月 12日開催の総会におきまして、ご審議いただく予定です。
採択されれば、2012 年 3 月発行予定の第十六号から、この規定に則り、ご投稿いただくこと

になります。

会員各位におかれましては、委員会の意のありますところをご理解下さり、総会でのご審議

に御参加下さいますとともに、改定予定内容を御承知いただき、今後とも振るって御投稿下さい

ますよう、御願い申し上げます。

（改訂案は【】内）

『中國出土資料研究』【号数を削除】投稿要領【（2011年 3月 12日改定）】
１．春秋戰國時代から隋唐時代までを主たる對象とし、出土資料（簡牘・帛書・畫像など）を

主要な材料とする論文であること。

２．テーマは哲學・思想・宗教・歴史・考古・文學・語學・古文字・書道・醫學・天文學・美

術など、廣範な範圍にわたる。

３．投稿は、原則として、中國出土資料學會の會員に限られる。

４．掲載の可否は當學會が委囑する委員の査讀審査によって決定されるものとする。

５．原稿送付の締切は 2010 年 11 月 30 日【→毎年 12 月末日】（當日消印有効）【とする】。刊
行は翌 2011年【→翌年】の豫定。
６．日本語論文は 400字詰め原稿用紙で 60枚、24,000字程度を目安とする。
７．中國語論文は 400字詰め原稿用紙で 30枚、12,000字程度を目安とする。
８．英語論文はダブルスペースで 30～ 50枚程度を目安とする。
９．譯註・書評は論文に準じるが、長さについては制限しない。

１０．原稿は、原則としていわゆる舊字體を用いて入力した CD 等の媒体を、必ずプリントア
ウトされた原稿を添えて、送付すること。【なお、投稿原稿等は、返却しない。】

１１．原稿料は支拂われない。

○事務局より

住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１

東京大学文学部 大西研究室

中国出土資料学会
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2010年 12月 1日
会員ならびに『中国資料学会会報』執筆者各位

中國出土資料学會

会長 大西 克也

『中国出土資料学会会報』の著作権に関する広告

当学会では創立以来、会員の相互交流と出土資料に関する最新の情報を提供するため、『中国

出土資料学会会報』を発行し、既刊 44 号を数えるに至りました。ひとえに会員の皆様と当学会
内外の執筆者の皆様のご協力のおかげであると、深く感謝しております。

さて、2010 年 7 月 17 日に開催された本年度第一回理事会の議事に基づき、情報発信の一層の
便宜を図るため、『中国出土資料学会会報』のバックナンバーを当学会ウェブサイト上で公開す

ることを可能にするため、会報の著作権の帰属について下記の広告をさせていただきます。

(1)『中国出土資料学会会報』第 46 号（2011 年 3 月刊行予定）以降の号については、全て
の記事の著作権は中國出土資料学會に帰属するものといたします。

(2)『中国出土資料研究会報』第 1号～第 7号及び『中国出土学会会報』第 8号～第 45号の
著作権については、著作権の行使を当学会に許諾してくださるようお願い申し上げます。

(3)上記(2)について許諾いただけない場合は、2012 年 3 月末までに、文書で学会事務局ま
でお申し出ください。期限までにお申し出のない場合は、許諾していただけたものとして、

取り扱わせていただきます。

本来なら執筆者各位に直接お問い合わせ申し上げるところ、誠に略儀ながら、本広告を以て許

諾頂ければ幸いに存じます。

なお執筆者が退会、ご逝去され、期限内に本広告をお知りになる機会がないこともあり得るか

と存じますが、その場合には期限後でありましても、執筆者ご本人またはご遺族のお申し出によ

り対応させていただきますことを申し添えます。


